
第33回総会〕

B lit　　55L省‘l(＼･よ弓予浸価栗'刄ついぞ

　　　　文数大載‘有　　S裁神｝　o 関口央｝

被　服　147

　a 的　ヵ一■tv-ふ-rう-，7 河張昂（C 巧呆弔) ?-石り･A.■£哨い八場冶,; 予浸% 行うと沈浄

勿吟仮免下す3 と報%'rz ,れ？ロ^．今摂li * フたく韻っでヽヽるt 2 .へこい氏.し0ヽし. 家

庭～IS 予摂外n わ･tV？いる，>&.^- . 沈香･l^糟糠|）仰く, 中，い3 予it .^効果tう八．? ，ヽ１

^ <≫D）や賦戈れ？ヽヽi . そこふ. c巧傷そどえリ男垢弔R フいで3 種概・合収蔵初i. 石it

ん£乖い？そ磯鳴島栗<;>R:一軟襖對t行，n の?-癩層可3．

　方斌　筑劃ra .丁lSkお7/．指樗,度初（ﾉ遼香り. 市鍼酪柔配合-a- 献度剤（T沈劃）, 沸

販液体合震度訥（J農參り, 市販翰sり｀んを嵐T､雇茂和刊ヽヽ八.予漫吟咄,3、ト3 . 7

. ir 時部( ^リ^垢布･zr £劇の々; .予摂才識･ま，再汚峰や用自姉布．憑に調^.哨6 佛

寿と.気,こc- - ヵ一内R 3．･c?坑咆慮度・虎浄波中，て吊9 Tiず｀Z. 々・後直ぢい死野･^次し

靫. 跳浄才或は. 丁はkij7/,^ 導じた.

　剱畏　C汚条串a＼嶋合t3: . A ■T 覆刻は7 へ･ir･峰両？,丁沈香･ト鳶lt ん･$ ^ へ･|ぷ喚問?･■

予珊為栗べ認,釣られ尺，えり男端布（予藻鋤墨･3、A洗剤･3予耀^ 弓削^･■勧栗■t^観められ

吸気T 吟薗Z-･3rt･しろ低下-fl と評価Σれ代．そ．原因Iよ. 7 吟咄処理r.ヽよ^ it い九*^ 仙

^ 無－な･侮栗,Nよ^カダ，と匙われる.丁現制,て＆い;ごは予畷劾栗旬けい尤噌自知果φワ時

問冬ほぼ゛限* ･x $. し尺. 7 度初と石「t ん.U､予疲為簑・ぐ詰ih られ^t か，た．以との姑粟タヽう

巧･ヽ･・穐椴ヒ洸やi ･り鴉躾ヒ予凝吟順にぶ，? 馮動尽こt べわかった・

り　市系栄^ . 松本?枝．系美智銘.; 家政誌　脱　2?2　(If 舅)

B 112 ホームランドリーK関する研究

　一洗えくにおける浸潰の効果について一

花王生活科学研　○佐藤孝逸　重弘文子　坂田元三

　目的　家庭洗たくi/Cおいて、浸腹過程を｡とり入れた場合の洗たく性能Ｋついて検討し忿。

　方法　洗剤：JIS－K^^7／指標洗剤、指標洗剤十酵素、指標洗剤十酸素系漂白剤、

汚染布：天然えり垢布、油化協式汚染布、人工皮脂汚垢汚染布、泥汚染布、しみ汚染布等、

白　｀布：木綿金巾s 号布、ポリエステルタフタ、

洗浄方法：ターゴトメータを用い、指標洗剤の標準濃度( O. ／3 3 <$ ）、a o ℃、ダ゜n H、

／o 分洗浄を標準条件とし、これに対し洗剤濃慶を名～ダ倍と変え、／時間浸腹後洗浄し

たときの洗浄力をみ瓦。浸腹中攬絆を加えた場合について、i 瓦洗剤に酵素あるいは漂白

剤を添加した場合についてもみえ。

評価方法：洗浄力…人工汚染布については特定波長K. i?ける反射率X り洗浄率を求め、天

然え夕垢布については視感判定に』ﾆ!）洗浄率を求め、いずれも標準条件に対する相対洗浄

力として表わした。再汚染性…洗浄浴に入れた白布の汚染性を特定波長の反射率にX.って

求めた。螢光剤染着性…螢光強度測定にX.った。

　結果　ｚ　同一洗剤濃度では浸腹による効果は認められるもののその差は比較的小s い。

　　　　２　Sit中に攬絆を加えることに£ r)洗浄効果は大きくなる。
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洗剤濃度が高い程洗浄力が優れ、再汚染性も少-fi. い。

洗剤濃度勿倍では全体の洗浄力が劣り、浸腹中攬絆を加えても効果は低い。

たんぱく質分解酵素、酸素系漂白剤を洗剤に添加することに』ニタ、浸腹洗応

くで特定の｡しみ汚れに高い効果がみられる。


